
レジアンダーは、水性エポキシ樹脂を混和液としたセメント系下地調整塗材です。

塗膜防水材、樹脂系塗床材、エポキシライニング材等の塗り仕上げ材を施工する際に

生じるピンホールやクレーター、積層ライニングに生じるフクレ等のトラブルを防止

するとともに、各種既存下地に堅固に付着します。

また、混和液を上塗りすることにより、透水性のない下地調整材とすることができ

ます。

特 徴

用 途

１．ピンホール・クレーター・ふくれの原因となる下地の巣穴・豆穴を容易に修復できます。

２．各種下地との付着性に優れています （特にコンクリート・タイル・金属類等）。

３．混和液を上塗りすると、短時間で透水のない下地調整材となります。

４．上塗材（ウレタン・エポキシ等）の付着性が良く、プライマーなしでも樹脂塗材がレジ

アンダーに堅固に付着します。

５．耐溶剤性に優れ、ＦＲＰ防水の下地調整材として使用できます。

６．表面乾燥が早い。

７。塗りのびが良いので、材料の使用量が少なくてすみます。

１．防水改修工事の下地調整

２．塗床･ライニング工事の下地調整

３．連続繊維シートエ法の下地調整

４．長尺シート･Ｐタイル等の下地調整

５．各種下地と上塗材との仲介接着



各種下地への付着強さ

性 状 レジアンダーの品質

標準使用量

下地の種類 N/㎟)(

モルタル 2.54

コンクリート 2.56

ALC 0.58

エポキシ 2.45

ウレタン 2.12

試験項目 単位 測定値 試験方法

軟度変化 ％ 13 JIS A 6916

指触乾燥時間 分 90 JIS A 6916

耐ひびわ割れ性 ひび割れなし JIS A 6916－

耐衝撃性 JIS A 6916－ ひび割れ及びはがれなし

吸 水 量 ｇ 0.4 JIS A 6916

透 水 量 ml/h 0.1 JIS A 6916

付着力 標準 N/㎟ 2.54 JIS A 6916

低温 N/㎟ 2.41

耐久性 外観 JIS A 6916－ 割れ､膨れ、はがれなし

付着強さ N/㎟ 2.63

ウレタン防水層付 N/㎟ 2.05 JIS A 6916
着強さ に準ずる(ﾌﾟﾗｲﾏｰ･なし)

エポキシ塗床材付 N/㎟ 2.51
（ ）着強さ ﾌﾟﾗｲﾏｰ･なし

ＦＲＰ防水層付着 N/㎟ 2.30
(ﾌﾟﾗイマー･あり)強さ

透水性 ml 0.3 JIS A 6916（レジアンダー
透水

項 目 性 状

構 成 粉体,Ａ液,B液の3成分系

主 粉 体 水硬性粉体

成 Ａ 液 エポキシ樹脂

分 Ｂ 液 ポリアミドアミン

粉 体 グレー色微粉末
外

Ａ 液 白色液体
観

Ｂ 液 淡黄色液体

混 混和液 Ａ液：Ｂ液＝１：１
合
比 ﾚジｱﾝダー 粉体：混和液＝20：8

可使時間 60分(23℃）

塗り厚 ２㎜以下

塗り厚 使用量 ㎏／㎡

0.5 mm 約 0.85

1 mm 約 1.7

下地の種類 付着強さ N/㎟)(

アスファルトコンパウンド 0.73
ゴムアス 0.70
鉄 2.41
アルミ 2.33
ステンレス 2.30



施工方法

下地処理

材料の調合

・下地面のレイタンス、ごみ、油、脆弱部分等 ・レジアンダーは一般のポリマーセメントモ

をブラシ、サンダー、洗剤などで取り除き、 ルタルに比べ、非常に高い保水性をもって

下地を清浄にして下さい。 いるので、通常は水湿しの必要が有りませ

・著しい不陸がある場合は、適切な材料で前処 ん。特に吸水の激しい場合は、混和液を２

理して下さい。 ～３倍に希釈して塗布して下さい。

・Ａ液とＢ液を混合用の容器に入れ均一にな ・かく拌時間の目安

るまでかく拌して混和液を作って下さい。 混和液の混合 約15秒

・混和液に粉体を徐々に加えながら練り混ぜて 混和液と粉体の混合 約 3分

。 、 、下さい 練り混ぜはハンドミキサ－等を用い ・塗りやすい軟らかさに調合してありますが

泡をできるだけ巻き込まないように注意して 水を加える場合は１セット当たり２ℓ以内と

行って下さい。 して下さい。

通常の場合

・仕上げ金ごて・ゴムごて・ゴムベラ・ゴムレ ・材料が厚く付いてしまった部分はしごき取

ーキやローラー等による塗り付け、または って下さい。厚く付いた部分は乾燥が遅く

ガンによる吹き付けで、施工面に均一に塗布し なります。

て下さい。

ピンホールが仕上がりのトラブルとなる場合

・仕上げ金ごて・ゴムごて等により、レジアン ・2回に分けて塗ると、よりピンホールの発

ダーを施工面に押さえつけながらしごき塗りし 生を押さえることができます。

て下さい。 ・連続繊維シートエ法、ライニングエ法の場

・表面乾燥（１回目の塗布から1～2時間後）に 合は、必ず2回塗りして下さい。

なるまで待ち、２回目を１回目と同様にして

塗り付けて下さい。

・レジアンダー塗布後、表面乾燥状態（１～２ ・通常の場合は必要ありません。

時間後）になったら、混和液をローラー等に ・混和液を上塗りすると、透水性のない塗

より均一に塗布（約0.1～0.15kg/㎡）します。 膜を形成します。ただし、硬質塗膜なの

で、ひび割れの動きには追随しません。

・塗り付け後の養生は自然乾燥とします。 ・自然乾燥の場合は、環境条件、下地の含水率、

自然乾燥での次工程までの養生は時間は、20℃で 塗り厚により、乾燥時間が異なります。

塗り厚が0.5㎜以下の場合 ・上塗り用のプライマーを塗布しなくても堅固

エポキシ系 1～3 時間 に付着します。

２液形ウレタン系 2～4 時間 （FRP防水の場合はプライマーを使用して下さい)

塗り厚が厚くなると乾燥時間が長くなります。

塗り付け

混和液を

上塗りす

る場合

養 生

工 程 要 領 要 点
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施工上の注意

保管上の注意

使用上の注意

荷 姿

・気温が５℃以下の場合や、降雨・降雪が予想される場合は施工を見合わせて下さい。

・低温時や湿度が高い場合は、乾燥時間が長くなる場合があります。

・一度に２㎜を超える厚塗りをすると、ひび割れが発生する場合があります。

・粘度調整のための水の添加は2ℓまでとし、できるだけ少量となるようにして下さい。

吸人したり皮膚に触れたりすると中毒やかぶれを起こす恐れがありますので、取り扱

いには下記の注意事項を守ってご使用下さい。

・レジアンダーが誤って眼に入った場合は、大量の流水で洗浄し、直ちに医師の診察を受けて下さい。

・皮膚に付着した場合には多量の石鹸水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化のあるときには直ちに医

師の診察を受けて下さい。

・作業終了時には手、顔を洗い、うがいして下さい。

。 、 、 、 、・材料の付着したウエスや材料カス等の廃棄は廃棄物処理業者に委託して下さい 海 河川 湖沼 池

下水道、公共用水域等への流入及び投棄は絶対にしないで下さい。

。・本来の用途以外に使用しないで下さい

28kgｾｯﾄ

粉体 20kg 防水紙袋入り

混和液 Ａ液4kg B液4kg ポリ容器入り

１セット8kgとして段ボールに収納

混和液

凍結しないように注意し、5～40℃で直射日光の当たらない室内に一定の場所を定めて

保管して下さい。開封後は密栓して貯蔵して下さい。

粉体

粉体はセメントを含んでいるので、湿気の少ないところにすのこを敷き、床面より離し

て保管して下さい。
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